
総括質問

大切な川西市のお金を上手に
運用するために

みんなが等しく
医療サービスを利用できるように

子育て支援をより充実するために

認知症の方と、そのご家族が
安心できる街に

事業見直しについてはコストの削減だけではなく、職員が
厳しい財政状況を認識し、事業の目的や根拠を明確にし
ます。さらには、職員が主体的に継続して事業の見直しを
行う職場風土を定着させ、常に改革・改善に取り組む自治
体にしていきたい。また、事業効果を見定めるためにも定
期的に事業の効果検証、見直しを行うルールを設けてい
きます。

現市立川西病院の跡地活用について

キセラ川西センターと同じ2022年秋ごろに、北部診療所
として開院する予定です。介護関係の複合施設の誘致に
ついては、現病院の解体後の整備となりますが、地域の皆
様との対話を重ね2025年の運営開始をめどに、快適な施
設の誘致へつなげていきます。

「協力者の登録」はひょうご防災ネット内のサイト
「情報メール受信登録」からできます。

「みまもり登録」は各地区担当の地域包括支援セン
ターでできます。また、靴ステッカーは「みまもり登
録」の際に申請すると、後日、郵送で届きます。

その他にもこんな総括質問をしました

※「オンデマンドモビリティーサービス」とは、利用者（移動手段に不便を感じている方）に
よる予約や要望があったときにのみ運用する公共交通システムのことです。

調査者 久保義孝　西山博大　秋田修一　磯部裕子　松隈紀文
調査日程 平成３１年１月３０日～平成３１年１月３１日

文部科学省での調査報告

スポーツ庁での調査報告

地方議会総合研究所での調査報告

　2020年度から始まる小学校の新学習指導要領について文部科学省の
方々にご教授いただきました。2020年度からは、学んだことが子どもた
ちの「生きる力」となって、明日に、そして、その先の人生につながるよう、
自ら課題を見付け自ら学び、自ら考え判断して行動し、それぞれに思い描
く幸せを実現してほしいという願いが込められた学習指導要領へと進化
します。
　また、主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）とカリキュラ
ム・マネジメントを軸として、①学びに向かう力や人間性、②知識及び技
能、③思考力、判断力、表現力など３つの力をバランスよく育むことが目標
となります。これにより、学校
で学んだことを人生や社会に
活かそうとする、実際の社会
や生活で生きて働く、そして
未知の状況にも対応できる、
そのような子どもたちを育て
る取り組みになるとのことで
した。

　総合型地域スポーツクラブについての概要及び先進的事例の紹介を受
けました。また、中学校における部活動の在り方に関する総合的なガイド
ラインについて説明を受け、今後の総
合型地域スポーツクラブと部活動と
の連携の進め方について考える良い
機会になりました。

「地方自治体の福祉行政とまちづくり」について元淑徳大学教授・元富士
見市総務部長、石川久講師からご教授をいただきました。自治体の福祉行
政を歴史や国と地方の役割から確認し、①子ども家庭福祉、②高齢者福
祉、③生活保護、④地域福祉に分けて、
それぞれの現状と対策や施策から、自
治体の役割を考察しました。これから
のまちづくりにおいて、福祉行政をど
う展開していくのか、大きな課題を考
えるヒントになりました。
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・子どもの居場所づくり支援について
・学校と地域住民が協働した協議を行うモデル校の実施について
・テーマ型タウンミーティングについて
・猪名川町との包括連携について
・ふるさと支援金について
・高齢者の居場所づくりについて
・大規模災害への備えについて
・大和東地区と豊能町光風台地区をつなぐ道路について
・新名神川西インター周辺のまちづくりについて

・オンデマンドモビリティーサービス※の試験的導入について

平成３１年 3月定例会における川西まほろば会の質問内容について新学習指導要領について学びました。

「スポーツで地域活性化」、
その仕組みを成功事例から学びました。

福祉行政とまちづくりについて学びました。

「みまもり登録」や「協力者の登録」の方法は…

財政健全化条例の考えや基準について

Q
A

Q
A

Q
A

Q
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待機児童の解消について

平成31年度（令和元年度）中に 3ヵ所 の
民間保育施設を整備します。また、次期子
ども・子育て計画では保育の需要をしっか
りと見込み、さまざまな選択肢を総合的に
検討していきます。

「川西行方不明者ＳＯＳネット」の現状について

平成31年3月より認知症行方不明者の捜索情報を、協力
者の方へ24時間365日、メール配信しています。新たな
協力者の拡充に加え地域支援体制の充実のため、みまも
り登録の案内、靴ステッカーの配布、認知症サポーターの
養成など普及・啓発活動を展開していきます。

平成３１年２月２７日
（本会議２日目） 西山博大（幹事長）質問者

　３月議会で示された平成31年度の施政方針を受け、川西まほろば
会では市長の市政に対する思いを確認すべく、多岐にわたる質問を
しました。
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■昭和３２年　洲本市生まれ　大和在住

■東谷小学校 東谷中学校 緑台高校

　大阪学院大学経済学部卒業

■大和地区福祉委員会監事 大和自治会顧問

議会運営委員会
厚生文教常任委員会
市立病院整備調査特別委員会 委員長

総務生活常任委員会 副委員長
飛行場対策周辺整備調査特別委員会

総務生活常任委員会
市立病院整備調査特別委員会
広報委員会　委員長

議会運営委員会
建設公企常任委員会
中心市街地・新名神周辺整備調査特別委員会

建設公企常任委員会
中心市街地・新名神周辺整備調査特別委員会

■昭和21年　一庫生まれ　丸山台在住
■東谷小学校 東谷中学校 伊丹高校
　大阪商業大学経営学部卒業
■川西少年軟式野球連盟会長
　伊丹川西猪名川食品衛生協会 前会長　等

■昭和46年　南花屋敷生まれ　清和台在住
■加茂幼稚園 清和台南小学校 清和台中学校　
　猪名川高校 大阪工業大学工学部卒業　
■土地家屋調査士松隈紀文事務所 所長
■人権擁護委員
■川西市子ども会連絡協議会副会長
■川西市消防団平野部

■昭和37年　奈良市生まれ　小花在住
■川西小学校 川西中学校 川西明峰高校
　大阪産業大学経営学部卒業
■（株）桂商店 代表取締役 ローソンオーナー
4店舗経営
■シャンテ川西自治会会長
　スポーツクラブ21川西やなぎクラブ代表　等

■昭和40年　大阪市生まれ　けやき坂在住
■関西外国語短期大学卒業 関西学院大学
　専門職大学院経営戦略研究科 HCLコース履修
■元 全日本空輸株式会社（ANA）グランドスタッフ
■（株）ビー・プランニング人財育成部門代表
■川西市教育委員（2012.10～2018.7）
■元 川西市参画と協働のまちづくり推進会議委員

所属議員紹介

川西まほろば会 議員控室
お問い合せ 〒666-0016 兵庫県川西市中央町１２－１ 川西市役所６階

e-mail: k.mahoroba@ipalette.jp　URL： http://kawanishimahoroba.jimdo.com/
TEL：０７２-７４０-１３０５

東多田
3丁目 40名

定員場所

火打
1丁目 70名
小戸
1丁目 41名

総括質問や一般質問の様子を
動画で見ることができます。川西市中央地域包括支援センター

川西市役所１Ｆ　介護保険課内 TEL 072-７５５-７５８１お問合せ先



地域の自治力向上への行政の在り方について
「ヘルプマークの啓発と普及について」

義足や人工関節を使用している方、
内部障害や難病の方、妊娠初期の方
など、援助や配慮を必要としている
方に交付されています。

市立川西病院の現状と
これからについて
　2019年4月より市立川西病院は、医療法人協和会
による管理運営となりました。2022年秋ごろに完成予
定の（仮称）川西市立総合医療センターキセラ川西セ
ンターの開院までの間は、現在の病院施設がそのまま
利用されます。
　管理運営母体が市直営から民間委託となりました
が、これまでと変わらない診療体制がとられています。
市民の皆さまに安心してご利用いただけるよう、我々
も今後の動向を見守ってまいります。

川西市の令和元年度予算

テーマ1
テーマ2

一般質問

テーマ2

人のつながりや絆づくりを礎に、
地域がそれぞれの良さを活かしながら、
持続可能な地域づくりができる
仕組みや環境を、一歩踏み込んで考えるために

テーマ1

思いやる心を形にし助け合うことで、
誰もが暮らしやすいまちづくりをするために

私たちの未来の宝である子どもたちは
地域社会全体で育てる必要があると
同時に行政の力強い支援が
必要不可欠であるという視点をもつために

　少子化に歯止めをかけるにはまず、子どもを産み育てることに
対する安心を市民が感じられる社会にする必要があると考えて
います。出産・育児にはある程度の経済的・肉体的・精神的負担
は避けられませんが、軽減することで理想とする子どもの人数と
実際の子どもの人数の開きが縮まり、合計特殊出生率の上昇や
少子化対策が前進すると考えます。今後も少子化対策に取り組
んでいる自治体の事例等も参考に検証・提案してまいります。

「ヘルプマーク」電車やバス、まちでこれを見かけたら助け合おう！

テーマ
子育て世代が暮らしやすいまち川西の創造について

平成３１年２月２８日
（本会議３日目） 磯部裕子質問者 平成３１年３月１日

（本会議４日目） 松隈紀文質問者

川西市におけるヘルプマークの啓発と普及の現状は？Q

平成30年度より市のホームページや広報誌で周知、また、市役所
の交付担当窓口の地域福祉課にポスターを掲示しています。

A

可能だと思います。路線バスは猪名川町域も走っているので、猪名
川町にもお声をかけて、前向きに進めていくべきと思います。

A

可能です。他市の実情を調べたいと思います。A

学校園所へのポスター掲示や、道徳などの時間に関連づけて学
習できる可能性があります。また、校園所長会議や教頭会議で周
知を図ることも必要と考えます。

A

地域担当職員や地域づくりアドバイザーを中心に、会計や事務処
理、地域別計画の策定などの後方支援をしてきました。また、市職
員には研修やフォーラムを実施しました。

A

自らの意思で地域課題の解決に取り組み、より良い地域づくりを
行うことと考えます。また、担い手不足はかなり深刻な問題と認識
しています。

A

担い手の発掘をし、継続した地域づくりができるようにすることが
重要であると考えます。また、地域で活動する様々な団体との連
携を図りながら課題解決への取り組みをすることも大切であると
考えます。

A

妊産婦の通院医療費助成の新設はできるか？Q

乳幼児の在宅保育支援金の新設はできるか？Q

子ども医療費助成の拡充はできるか？（第３子以降の拡充
から段階的に）

Q

児童手当における第３子以降の拡充はできるか？Q

子育て支援施策としての必要性や効果について研究していきます。A

幼児教育の無償化が実施されることで、保育施設利用者と在宅
で保育する世帯では、公費による支援の差がより顕著となる傾向
があらわれますが、今後の国の動向を注視しつつ、子育て支援施
策全体を見渡した上での検討が必要であると考えております。

A

子育て支援施策の一つとして施策全体の中での位置づけを再検
証した上で、医療保険制度としての側面があることを踏まえなが
ら、自己負担や所得制限のあり方などの制度の組み立てについて
検討していきます。

A

少子化対策、子育て支援施策として、児童手当は一
定の効果があるものと認識しておりますが、国全体
で検討すべき課題であるとも認識しております。

A

　担当部局の方の迅速な対応により、阪急バスで啓発ポスター
が順次、掲示されることになりました。また、教育委員会の方が
早々に学校園所でポスターを掲示、市民病院にもポスターが掲
示されました。今後も認知度を高めるための手段を提案し、手続
き窓口の拡大も引き続き働きかけてまいります。

質問のその後
　地域の自治力向上にむけては、担い手不足などの課題解決方
法や地域の実情に応じたサポートの推進（地域づくりについての
有識者の派遣など）、地域分権の拠点づくりや人の配置など、そ
れぞれの地域の皆さんの声を聴きながら一歩踏み込んで考えて
まいります。

質問のその後

質問のその後

単位：円

歳 出

民生費

229億9,151万
40.2％

衛生費

71億5,347万
12.5％

土木費

60億6,002万
10.6％

総務費

60億3,455万
10.6％

公債費

50億5,405万
8.8％

教育費

45億3,455万
7.9％

消防費

32億6,903万
5.7％

商工費

13億5,701万
2.4％

議会費

4億4,247万
0.8％ その他

2億4,633万
0.5％

571億4,300万

歳 入

市税

194億5,925万
34.1％

国庫支出金

90億391万
15.8％

地方交付税

79億4,400万
13.9％

市債

64億6,736万
11.3％

県支出金

36億2,772万
6.3％

地方消費税交付金

24億6,235万
4.3％

諸収入

18億6,403万
3.3％

基金からの
繰入金

15億9,877万
2.8％ 使用料及び手数料

12億2,349万
2.1％

その他

34億9,211万
6.1％

571億4,300万

基金残高

借金のことです

借金の返済です

平成11年度 146億円
平成31年度 28億円

入る見込みのお金

使う予定のお金

今、気になること

Q 啓発に関しては公共交通機関の優先座席でのポスター掲
示が効果的と考えるが、阪急バスにポスターの掲示を要請
することは可能か？ 

Q 交付してもらいやすいように、手続き窓口を拡大すること
は可能か？

Q 教育現場ではどのような啓発に取り組むことができるか？

十字のマークは「助
けを必要としてい
る」、ハートマークは
「助ける気持ち」を表
しています。

Q 地域分権による地域づくりの現在までの市としての取り
組みは？

Q 地域が担う役割や課題は？

Q 地域の自治力の向上にむけた今後の地域分権の在り方や
方向性は？

・ 地域の自治力向上に向けて、
　拠点の整備など一歩踏み込んだ
　取り組みは考えているか？

・ 地域の担う役割がますます多様性化し
　その責任は大きくなっている。
　市としても同じ認識か？

・ 地域づくりアドバイザーを再度設置する予定は？

川西まほろば会では議会改革に取り組んでいます
議員定数の削減について

　議員報酬を市民一人当たりに換算した金額を他市と比較する
など検討した結果、定数を26名から24名に減らすよう提案しまし
た。また、議員定数が削減されても、議会の機能が維持・向上でき
るよう努めたいと考えています。

一般質問の発言通告の公表について
　本会議における一般質問の発言項目について、現在は一般質問初日
の朝に公表されていますが、傍聴に来ていただきやすいよう、一般質問
の数日前には公表できるよう提案しました。

議員間討議と政策提案の仕組みづくりについて
　一般質問で取り上げられた内容の中から、議会として政策提案
すべき内容を各常任委員会で討議、市長に提出することで、１つで
も多くの政策が具現化できるよう提案しました。また、議論の過程
で市民参加できる仕組みを活用したいと考えています。

その他の質問

1 2 3

20年前は、
244億円でした

福祉などに使う
お金です
20年前は
125億円でした


